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１．事業概要 

 
（１）事業所名及び代表者氏名    

株式会社荒谷工務店 

代表取締役 荒谷 富士 

 

（２）所在地            

〒739-0042 

広島県東広島市西条町西条東 1243 

 

（３）事業内容       

・総合建設業（土木一式工事・建築一式工事・とび・土工・コンクリート工事・舗装

工事・防水工事・内装仕上工事・解体工事 他） 

建設業許可登録 広島県知事 特(28)1244 号   

広島県知事 般(28)1244 号 

 

（４）連絡先 

環境の管理責任者 毎広 辰樹 

連絡担当者    毎広 辰樹 

 

連絡先 TEL 082-423-2261 

FAX 082-423-5740 

E-mail t.tsunehiro@aratani-construction.com 

 

（５）事業規模 

活動規模 単位 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

工事等の件数 件 14 12 13 11 

売上高 百万円 193 177 113 75 

従業員数 人 7 6 7 7 

事務所床面積 ㎡ 265.9 265.9 265.9 265.9 

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日 

 
（１）対象範囲（認証・登録範囲）…全組織・全活動  

    ・組織     本社 

      ・事業活動 建築物の設計・施工、土木構造物の施工、 

 

（２）レポートの対象期間及び発行日 

     対象期間  2022 年 4 月～2023 年 3月   発行日 2023 年 4 月 7日 
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・環境方針の決定 

・責任及び権限の周知 

・資源の適切な提供 

・管理責任者の任命 

・環境行動計画書の承認 

・マネジメントレビュ-の実施 

・環境活動レポートの承認 

 

 

（３）実施体制                     作成日 2023 年 4 月 7 日 

                          （役割、責任及び権限） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社長 

管理責任者 

総務部門 

施工部門 

・環境行動計画の作成 

・従業員に対する教育運連の実施 

・文書の管理 

・法規制の管理及び順守評価 

・内部コミュニケ-ションのための会議の実施 

・協力会社とのコミュニケーション 

・施工現場での環境負荷低減 

・是正処置、予防処置に関する事項 

・環境負荷に関するデータ収集 

・運用・環境目的・目標の監視及び測定 

・緊急事態への準備・対応 

・環境行動計画書の確認 

・文書の見直し・作成 

・ 内部監査の統括（実施する場合） 

・ 環境経営ｼｽﾃﾑにおける教育訓練の実施 

・ 環境経営ｼｽﾃﾑにおける是正処置、予防処置に

関する事項 

・ 環境経営ｼｽﾃﾑに関する情報の収集、調査及び

研究及び組織全体への周知 

・ 環境負荷に関するデータ把握、分析 

・ 環境経営ｼｽﾃﾑの運用結果の把握及び社長への

報告 

・環境行動計画の作成 

・ 従業員に対する教育訓練の実施 

・ 文書の管理 

・ 法規制の管理及び順守評価 

・ 内部コミュニケ-ションのための会議の実施 

・ 事務所での環境負荷低減活動 

・ 是正処置、予防処置に関する事項 

・ 環境負荷に関するデータ収集 

・ 運用・環境目的・目標の監視及び測定 

・ 緊急事態への準備・対応 
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３．環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環 境 方 針 
 

株式会社荒谷工務店は、建設業としての事業活動を

通じて、環境保全の重要性を認識し、自然環境の維

持、生活環境の改善、環境負担の軽減に継続的に取り

組みます。 

 

１．環境負荷の低減に努め、保全・改善を図る。 

（１）環境に配慮した計画・設計に係る活動を行

う。 

（２）環境負荷の低減に資する工法や作業を採用す

る。 

（３）建設廃棄物の発生抑制・削減・リサイクルの

取組を行う。 

２．必要な環境教育を通じて、社員・協力会社の意識

向上を図る。 

３．活動に関連する法規制、当社が同意するその他要

求事項を遵守する。 

 
２０１８年５月１６日 

代表取締役 荒谷 富士 

 



6 

４．環境目標 

 

当社の環境目標は、環境負荷の調査結果により以下のような目標を設定しました。  

なお、目標設定基準は 2021 年 4 月から 2022 年 3 月までのデーターを使用しています。 

 

目標・活動項目

(単位) 
場所 

基準値 

2021 年度 
2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

1.二酸化炭素排出

量の削減  

（㎏-CO2） 

 
 基準比 

0.5％削減 

基準比 

1.0％削減 

基準比 

1.5％削減 

基準比 

2.0％削減 

全体 13,328.79 13262.15 13195.5 13128.86 13062.21 

 電気使用量の

削減 

（電力使用量）

（kWh） 

 
 基準比 

0.5％削減 

基準比 

1.0％削減 

基準比 

1.5％削減 

基準比 

2.0％削減 

事務

所 
7,297.0 

7260.51 7224.03 7187.54 7151.06 

現場 0 0 0 0 0 

全体 7,297.0 7260.51 7224.03 7187.54 7151.06 

2

.

燃

料

使

用

量

の

削

減

①ガソリン使

用量の削減

（Ｌ） 

  基準比 

0.5％削減 

基準比 

1.0％削減 

基準比 

1.5％削減 

基準比 

2.0％削減 

事務

所 

0 0 0 0 0 

現場 3,369.31 3352.46 3335.61 3318.77 3301.92 

全体 3,369.31 3352.46 3335.61 3318.77 3301.92 

②軽油使用量

の削減（Ｌ） 

  基準比 

0.5％削減 

基準比 

1.0％削減 

基準比 

1.5％削減 

基準比 

2.0％削減 

事務

所 

0 0 0 0 0 

現場 481.88 479.47 477.06 474.65 472.24 

全体 481.88 479.47 477.06 474.65 472.24 

3.建設廃棄物の再

資源化率向上 
 

 基準比 

0.5％向上 

基準比 

1.0％向上 

基準比 

1.5％向上 

基準比 

2.0％向上 

現場 22.0 22.1 22.22 22.33 22.44 

4.一般廃棄物の再

資源化率向上 
 

 基準比 

0.5％向上 

基準比 

1.0％向上 

基準比 

1.5％向上 

基準比 

2.0％向上 

事務

所 
3.16 

3.17 3.19 3.20 3.22 

5.水資源使用量の

削減（㎥） 
 

 基準比 

0.5％削減 

基準比 

1.0％削減 

基準比 

1.5％削減 

基準比 

2.0％削減 

事務

所 
41.0 

40.79 40.59 40.38 40.18 

現場 0 0 0 0 0 

全体 41.0 40.79 40.59 40.38 40.18 
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５．環境活動計画 

 

 環境目標 実施項目 責任部門 

1 

電気使用量の削減 

(CO2 の削減) 

≪目標≫ 

電力使用量 

基準値比：0.5％削減 

①社屋での啓蒙 

②エアコン設定温度は原則、夏季

28℃、冬季 19℃ 

③クールビズ、ウォームビズの実施 

④新規購入パソコン、リースコピー機

の省電力型選定 

⑤未使用時の OA 機器・電気消灯の徹

底 

総務部門 

2 

燃料使用量の削減 

（CO2 の削減） 

≪目標≫ 

運搬車燃料（ガソリン・

軽油）使用量 

基準値比：0.5%削減 

①ECO 運転の啓蒙教育の実施 

②「エコドライブのすすめ」を車両に

掲示 

③ECO 運転の徹底 

④燃費一覧表の周知による啓蒙活動の

実施  

施工部門 

3 

建設廃棄物の再資源化率

向上 

≪目標≫ 

再資源化率：0.5%向上 

①マニフェスト管理教育の実施  

②残余資材のリユース、リサイクルの

推進、及び、管理票による適正処理

（排出量管理） 
③安全パトロール時のマニフェスト管

理の確認  

④建設廃棄物の分別の徹底 

⑤安全パトロール時の廃棄物の分別状

況の確認 

施工部門 

4 

一般廃棄物の再資源化率

向上  

≪目標≫ 

再資源化率：0.5%向上 

①廃棄物の分別の徹底 

②リユース、リサイクル推進活動の展

開  

③コピー用紙の削減 総務部門 

5 

水資源使用量の削減 

≪目標≫  

水資源使用量  

基準値比：0.5%削減 

①「節水手順書」の配布 

②漏洩の点検 

総務部門 
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６．環境目標の実績 

環境目標に対する達成状況は以下のとおりです。(2022 年 4月～2023 年 3月)   

なお、目標設定基準は 2021 年 4 月から 2022 年 3月までのデーターを使用しています。 

目標・活動項目（単位） 対象期間目標 対象期間実績 目標達成 

1.二酸化炭素排出量の削減（㎏-CO₂） 基準比 0.5％削減 

13262.15 

14.9％削減 

11350.28 
〇 

① 電気使用量の削減（kw） 基準比 0.5％削減 

7260.51 

14％増加 

8324.00 
× 

2.燃料使用量の削減    

② ガソリン使用量の削減（ℓ） 基準比 0.5％削減 

3352.46 

23.4％削減 

2,595.93 
〇 

③ 軽油使用量の削減（ℓ） 基準比 0.5％削減 

479.47 

36.8％削減 

177.59 
〇 

3.建設廃棄物の再資源化率向上 基準比 0.5％向上 

22.11％ 

31.89％向上 

53.3％ 
〇 

4.一般廃棄物の再資源化率向上 基準比 0.5％向上 

3.17％ 

0.76％減少 

3.93％ 
〇 

5.水資源使用量の削減（㎥） 基準比 0.5％削減 

40.79 

9.7％増加 

45.00 
× 

二酸化炭素排出係数は中国電力の 2019 年度実績の調整後排出係数 0.585kg-co2/kwh を使用 
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７．環境活動計画の取組結果とその評価及び次年度の取組内容 

 

環境活動計画の取組結果は以下のとおりです。 

 

（１）電気使用量の削減  

事務所における業務の増加により使用量が増え、未達成となりました。 

効率的な運用を意識し、電気節減活動を継続していきます。 

（２）燃料（ガソリン・軽油）使用量の削減  

ガソリン、軽油の使用量について社内でエコドライブを意識した運転のおかげで目

標を達成しました。 

（３）建設廃棄物量の再資源化率向上 

   建設廃棄物の選別、再資源化に取り組み、目標を達成しました。 

（４）一般廃棄物の再資源化率向上 

一般廃棄物について書類等のペーパーレス化を取り組み紙等の廃棄物の量を減らす

ことができたため、目標を達成しました。 

（５）水資源使用量の削減  

事務所における業務の増加により使用量が増え、未達成となりました。 

今後もう一度節水について社内で共有し、節水活動を継続していきます。 

 

■環境活動の取組に対する評価  

日常の事業活動の中で、環境方針を意識し、環境目標の達成に向けて社員一人ひとりが

環境負荷軽減に取り組みました。中でも建設廃棄物の再資源化についてはなるべく再資

源化できるよう処分場を選定した為、特に成果が出ています。一方では、事務所におけ

る業務の増加により電気の使用量、水資源使用量については、成果が現れませんでした。 

今後も環境方針に基づき、当社の事業活動全体において、環境に配慮した行動に努めて

いく所存です。 

 

８．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無  

 

当社の事業に関する主な環境関連法規制は廃棄物処理法、フロン排出抑制法及び浄化槽

法で、これらの遵守状況を担当者が定期的に確認しておりますが、今まで違反や訴訟は

ありません。また関係当局からの違反等の指摘は今までありません。  

又、地域住民から苦情やクレームなどはありませんでした。  

尚、現場での遵守状況は、現場巡回や定例会議時などで確認しております。  
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９．代表者による全体評価と見直しの結果・指示  

（１）環境方針についての取組結果に対する評価 

   本年度は公共工事が多く、工法の変更等は難しいなかでも建設廃棄物の発生抑

制・削減・リサイクルについて廃棄物の分別や、資材のロスカット等十分努めて

いただき十分な取組ができたと思います。来年度も引き続き努めていきます。 

 

  （２）環境目標についての取組結果に対する評価 

    環境目標の達成に向けて社員一人ひとりが環境負荷軽減に取り組みました。 

電気の使用量については、成果が現れませんでした。 

今後は、節電を意識することと事務所の照明の LED 化の検討も含め来年度に向

けて取組をしていくように致します。 

 

  （３）環境活動計画についての取組結果に対する評価 

    環境活動計画についての取組について電気の使用量及び水資源の資料量につい

ては成果が得られなかったため、来年度でも達成できるように毎月の会議で会

社全体での報告、確認を実施し引き続き取り組みが達成できるように取組ます。 

 

  （４）実施体制について 

    本年度の実施体制について、総務部門と施工部門についての毎月の活動報告が

多少おろそかになっていた部分があったため、来年度に関しては細かい報告を

意識し、全項目について目標達成できるよう努めます。 

 

  （５）全体評価と見直しの結果 

   当年度も、社員一同の尽力及び協力業者の皆様方のご協力により、環境に配慮し

た事業活動を行うことができました。当社にとって環境への配慮は、重要な社会

的責任の一つと認識しており、国内規模で問題となっている電気使用量はもとよ

り施工主、利用者、近隣住民の生活環境に配慮した工事を実施することを目指し

ています。社員に対しては、安全運転、安全作業の指導を徹底しております。そ

れらが環境負荷軽減につながるものと確信しております。 

  

 

 

 

 


